
同窓会報第26号
令和元年10月15日

編集・発行
滋賀短期大学附属高等学校
純 美 礼 同 窓 会
大津市朝日が丘1-18-1
TEL.077-522-3465
FAX.077-522-3651

https://sumire.ac.jp/highschool/
印刷／	宮川印刷株式会社

	 TEL.077-533-1241

純
美
禮
学
園 

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
同
窓
会
を
終
え
て

第
27
回
総
会・記
念
講
演・祝
賀
会
‥
‥
平
成
31
年
３
月
21
日

同窓会報

第26号
CONTENTS

日
本
歴
史
学
者
磯
田
道
史
氏
に
よ
る
記
念
講

演
、
第
三
部
に
祝
賀
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
本
校
を
卒
業
さ
れ
た
吹
奏
楽

部
に
よ
る
演
奏
が
あ
り
、
懐
か
し
い
校
歌
を

皆
さ
ん
で
合
唱
し
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
バ
ス
に
て
新
校
舎
へ
移
動
、
久
々

に
学
校
を
訪
れ
た
方
々
は
、
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ス
ミ
レ
ン
の
歓
迎
に
び
っ

く
り
し
、
琵
琶
湖
を
望
む
素
晴
ら
し
い
眺
望

と
最
新
の
教
育
設
備
に
も
驚
か
れ
た
様
子
で

し
た
。
年
号
も
令
和
に
な
り
新
し
い
時
代
が

始
ま
り
、
社
会
的
変
化
が
人
間
の
予
測
を
超

え
て
加
速
し
て
い
く
今
、
在
校
生
の
皆
様
に

は
主
体
性
、
創
造
性
と
幅
広
い
し
っ
か
り
と

し
た
考
え
を
持
っ
た
人
に
成
長
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
益
々
の
ご
活

躍
に
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
様
に
、
身
を
引

き
締
め
て
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
学
校
関
係
の
諸
先

生
方
、
ま
た
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
猛
暑
に
長
雨

強
風
と
異
常
気

象
が
長
引
ま
し

た
が
、
空
も
澄

み
渡
り
よ
う
や

く
秋
め
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々

ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
で
お
過
ご
し
の
事
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。平
素
は
、同
窓
会
活
動

に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
五
月
十
日
に
は
、
純
美
禮
学
園
創
立

百
周
年
の
式
典
が
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
に
て
盛

大
に
と
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年

の
三
月
二
十
一
日
に
は
、
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
に

て
同
窓
会
百
周
年
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
多

く
の
先
生
方
や
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
参
加
の

も
と
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
に
第
二
十
七
回
総
会
、
第
二
部
に

ご
挨
拶

同
窓
会
会
長　

佐
々
木 

八
重
子

（
昭
和
四
十
年
卒
）

純
美
禮
学
園 

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
同
窓
会
を
終
え
て
……
…
…
…
…
…
…
…
…
1

　
︿
第
１
部
〉　　
純
美
礼
同
窓
会 

第
27
回
総
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2

　
︿
第
２
部
〉　　
記
念
講
演
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3

　
︿
第
３
部
〉　　
記
念
祝
賀
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4
・
５

学
校
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
・
７

同
窓
会
活
動
報
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８

純 美 礼(1)　第26号 令和元年10月15日



　
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
一
日
琶
湖
ホ

テ
ル
で
午
前
十
時
よ
り
百
二
十
四
名
の
参

加
を
得
て
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
は
松
井
美
栄
子
（
昭
四
十
二
年

卒
）
氏
が
務
め
、
一
同
校
歌
斉
唱
、
続
い

て
物
故
者
の
方
々
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し

た
。
佐
々
木
会
長
挨
拶
に
続
き
、
名
誉
会

長
の
那
須
文
英
校
長
先
生
の
挨
拶
、
ご
来

賓
を
代
表
し
て
学
園
理
事
長
松
村
文
夫
様

よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
新
役
員
紹
介
後
、
議
長
選
出
、
議
長
は

林
田
一
子
様
（
昭
四
十
九
年
卒
）
に
お
願

平成28年度 収入の部 支出の部
前年度繰越金 145,923
同窓会入会金 1,225,000
寄付金収入 972,500
その他の収入 402,737
会報準備金 3,000,000
100・総会会費 0
100周年預金繰入 0
定期預金繰入　 1,000,000
総会費 965,615
役員会費 18,860
100周年会議費 0
100・総会費 0
通信費 1,130,014
印刷費 871,801
業務委託費 416,303
消耗品費 46,761
旅費交通費 167,060
雑費 29,502
事業費 54,587
積立金100周年記念 500,000
積立金会報準備金 0
予備費 11,948
次年度繰越金 2,533,709

合　　計 6,746,160 6,746,160

別途積立金残高
創立100周年記念行事積立金 2,101,059
すみれ会報準備金 0
定期預金 3,000,807

平成28年度会務報告
６月18日　定例役員会　（参加者23名）
９月１日　会報25号発行
11月13日　第26回総会　（82名の参加）
２月28日　�同窓会入会式挙行（245名の入会　年

度幹事、クラス幹事各８名に委嘱する）

平成28年度・29年度・30年度　同窓会会計決算書報告
平成29年度 収入の部 支出の部

前年度繰越金 2,533,709
同窓会入会金 1,180,000
寄付金収入 0
その他の収入 90,922
会報準備金 0
100・総会会費 0
100周年預金繰入 0
定期預金繰入 0
総会費 0
役員会費 18,631
100周年会議費 6,315
100・総会費 0
通信費 20,891
印刷費 67,115
業務委託費 44,820
消耗品費 20,000
旅費交通費 144,920
雑費 1,944
事業費 142,284
積立金100周年記念 1,000,000
積立金会報準備金 1,000,000
予備費 346,600
次年度繰越金 991,111

合　　計 3,804,631 3,804,631

別途積立金残高
創立100周年記念行事積立金 3,101,223
すみれ会報準備金 1,000,000
定期預金 3,000,892

平成29年度会務報告
６月24日　定例役員会（参加者23名）
12月１日　�合宿施設　和心館の開館記念として、

書『和心』を額に納めて寄贈
12月15日　すみれWeb第５号　配信
２月28日　�同窓会入会式（236名の入会　年度幹

事、クラス幹事各８名に委嘱する）

平成30年度 収入の部 支出の部
前年度繰越金 991,111
同窓会入会金 1,120,000
寄付金収入 136,000
その他の収入 78,000
会報準備金 0
100・総会会費 1,086,000
100周年預金繰入 3,100,000
定期預金繰入 1,000,000
総会費 0
役員会費 45,700
100周年会議費 18,067
100・総会費 4,402,697
通信費 48,531
印刷費 67,448
業務委託費 46,284
消耗品費 42,831
旅費交通費 267,860
雑費 17,952
事業費 132,876
積立金100周年記念 0
積立金会報準備金 1,000,000
予備費 0
次年度繰越金 1,420,865

合　　計 7,511,111 7,511,111

別途積立金残高
創立100周年記念行事積立金 0
すみれ会報準備金 2,000,085
定期預金 2,000,765

平成30年度会務報告
６月16日　定例役員会（参加者29名）
12月１日　すみれWeb第６号　配信
２月28日　�同窓会入会式（222名の入会　年度幹

事、クラス幹事各８名に委嘱する）
３月21日　創立100周年記念　第27回総会

い
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
後
述
の
と
お
り
３
年
間
の
会
務
報
告
と

会
計
決
算
報
告
が
議
案
と
し
て
説
明
さ
れ
、

こ
れ
ら
議
案
の
審
議
は
全
て
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、報
告
事
項
と
し
て
２
０
１
９
年

度
の
会
務
の
計
画
、
会
計
予
算
に
つ
い
て

説
明
を
し
た
の
ち
に
、
同
窓
会
が
抱
え
る

課
題
と
し
て
、
同
窓
会
活
動
参
加
者
の
高

齢
化
が
進
み
、
若
い
世
代
の
参
加
が
増
え

な
い
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
、
同
窓
生
の

積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
三
年
に
一
度
の
総
会
は
終

始
厳
か
な
雰
囲
気
で
閉
会
し
ま
し
た
。

�

（
小
島
）

︿
第
１
部
﹀

純
美
礼
同
窓
会 

第
27
回
総
会
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︿
第
２
部
﹀

 
記
念
講
演
◆
日
本
歴
史
学
者
　
磯 

田
　
道 

史 

先
生

「
滋
賀
で
語
る
、教
育
の
大
切
さ
」

　
同
窓
会
一
〇
〇
周
年
事
業
と

し
て
、
歴
史
学
者
の
磯
田
道
史

先
生
を
お
迎
え
し
、「
滋
賀
で

語
る
、
教
育
の
大
切
さ
」
と
題

し
た
ご
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
磯
田
先
生
は
ホ
テ
ル
到
着
後

す
ぐ
に
講
演
会
場
を
下
見
さ
れ
、

会
場
入
り
口
付
近
に
展
示
し
て

あ
っ
た
多
数
の
昔
の
資
料
や
写

真
、
裁
縫
の
授
業
道
具
等
を
興

味
深
く
手
に
取
っ
て
眺
め
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
講
演
の
時
間
と
な

り
、
本
校
の
創
設
者
「
中
野
冨

美
先
生
」
の
お
話
を
中
心
に
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
事

前
に
周
到
な
下
調
べ
を
さ
れ
、

三
十
数
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
資
料
を

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
準
備
し
て

く
だ
さ
り
、
大
変
熱
の
こ
も
っ

た
講
演
と
な
り
ま
し
た
。
講
演

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
中
野
冨
美
先
生
は
明
治
16
年
３
月
８
日
に

栗
田
郡
大
路
井
村
（
現
・
草
津
市
大
路
）
で

誕
生
さ
れ
、
地
元
の
小
学
校
、
高
等
科
を
卒

業
さ
れ
て
京
都
府
公
認
京
都
裁
縫
専
門
学
校
、

続
い
て
東
京
裁
縫
専
門
学
校
（
現
・
東
京
家

政
大
学
）
に
お
い
て
高
度
な
学
問
、
技
能
を

身
に
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
津
に
「
松
村
裁
縫
速
進
教
授
所
」
を
開

設
さ
れ
た
当
初
か
ら
、「
裁
縫
を
通
じ
て
真

の
人
間
を
育
て
る
」
と
い
う
高
邁
な
理
想
を

抱
き
、
そ
の
具
現
化
の
た
め
の
指
針
と
し
て

「
何
事
も
真
実
に
生
き
る
心
」「
女
性
と
し

て
誇
り
を
持
つ
人
に
な

る
心
構
え
」「
立
派
な

技
を
磨
き
不
撓
不
屈
の

精
神
を
持
つ
こ
と
」
の

三
つ
を
裁
縫
所
の
教
訓

と
し
て
生
徒
た
ち
に
繰

り
返
し
説
い
て
お
ら
れ

た
そ
う
で
す
。

　
磯
田
先
生
は
講
演
の

中
で
、
冨
美
先
生
に
つ

い
て
、
女
子
の
学
問
、

技
術
、
生
き
方
の
教
育

の
大
切
さ
を
説
き
続
け
、
裁

縫
を
通
じ
て
婦
人
の
徳
を
み

が
く
と
い
う
方
針
を
堅
持
し

た
、「
尋
常
の
夫
人
で
な
い

方
」
と
評
さ
れ
ま
し
た
。
明

治
時
代
は
学
問
を
受
け
る
女

子
が
ま
だ
ま
だ
少
数
で
あ
っ

た
な
か
、
滋
賀
県
が
全
国
で

も
女
性
の
識
字
率
が
高
い
県

で
あ
っ
た
の
は
、
中
野
先
生

の
教
え
が
広
ま
っ
た
こ
と
が

そ
の
要
因
で
あ
る
と
考
察
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
中
野
先
生
の
教
え
を
直
接
受
け

た
方
も
お
ら
れ
、
当
時
を
思
い
出
し
て
懐
か

し
ん
で
お
ら
れ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
優
れ
た
卒
業
生
を
数
多
く
輩
出
し
、
滋
賀

の
教
育
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
中
野
先

生
の
功
績
の
素
晴
ら
し
さ
に
、
改
め
て
感
動

し
た
一
日
で
し
た
。
磯
田
先
生
、
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。�

（
小
島
）

磯
田
道
史
先
生
●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授

１
９
７
０
年
岡
山
県
生
ま
れ

京
都
市
在
住
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主
催
者
を
代
表
致
し
ま
し
て
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
春
の
や
わ
ら
か
な
気
配
を
感

じ
ま
す
。
桜
の
開
花
宣
言
も
今

日
、
明
日
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
日
純
美
禮
学
園
創
立
百
周

年
記
念
同
窓
会
に
ご
来
賓
を
お

迎
え
し
、
旧
職
員
、
現
職
員
の

先
生
方
の
ご
出
席
を
頂
き
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。
そ
し
て
お
元

気
で
、
素
敵
な
笑
顔
の
す
み
れ

同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
と
ご
一

吹奏楽部OBの皆さんによるフラッシュモブ演奏

緒
に
、
つ
ど
え
る
喜
び
に
胸
震
え
る
う
れ
し
さ
で

一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
う
こ
そ
お
越
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
。　

　
先
輩
達
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
百
年
の
歴
史
の
中
、

男
子
会
員
も
加
わ
り
力
強
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
歴
史
あ
る
す
み
れ
同
窓
会
が
、
こ
れ
か
ら

も
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
目
的
や
運
営
で
よ
り
魅
力

的
な
、
気
軽
に
参
加
出
来
る
様
な
会
に
と
決
意
新

た
に
し
て
お
り
ま
す
。
懐
か
し
い
映
像
で
百
年
の

歴
史
を
感
じ
て
頂
き
な
が
ら
、
思
い
出
の
花
を
咲

か
せ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
、
お
過
ご
し
下
さ
る
よ

う
に
と
願
い
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
琵
琶
湖
ホ
テ
ル｢

瑠
璃
の
間｣

で
午
前
の
同
窓

会
総
会
、
記
念
講
演
会
に
続
き
、
午
後
十
二
時
半

よ
り
百
周
年
を
祝
う
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
場
前
の
ホ
ワ
イ
エ
に
は
、
各
年
代
の
卒

業
ア
ル
バ
ム

や
新
旧
の
制

服
、
昭
和
30

年
代
の
和
裁

の
授
業
を
再

現
し
た
教
具

や
部
分
縫
い

の
見
本
が
展

示
さ
れ
、
参

谷実行委員長のあいさつ

記念祝賀会
純美礼学園 創立100周年記念同窓会

2019.3.21

〈第３部〉

加
者
は
そ
れ
ら
を
手
に
取
り
懐
か
し
く
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
の
司
会
進
行
は
鹿
島
美
代
子
様
（
昭

四
十
九
卒
）
に
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
の
開
会
の
辞
で
は
、
実
行
委
員
長
谷
正
美

様
の
挨
拶
（
本
文
は
別
途
掲
載
）
に
続
き
、
後
援

会
会
長
井
田
克
己
様
の
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
特
製
の
〈
す
み
れ
カ
ク
テ
ル
〉
に
て
第
十
三
代

同
窓
会
会
長
松
村
澄
江
様
に
よ
る
乾
杯
へ
と
祝
宴

は
進
み
ま
し
た
。

　
十
六
卓
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
、
懐
か
し
い

恩
師
や
旧
友
た
ち
と
再
会
で
き
、
昔
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
先
輩
の
方
々
と
お
話
が
で

き
、
有
意
義
な
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
8
年
12
月
に
校
舎
に
投
影
さ
れ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
映
像
や
学
校
紹
介

Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
映
写
が
あ
り
、
百
周

年
の
歩
み
が
よ
く
わ

か
り
喜
び
の
声
が
聴

か
れ
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
の
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん

に
よ
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ

モ
ブ
で
の
演
奏
が
は

じ
ま
り
、
突
然
の
演

奏
に
、
会
場
は
驚
き

と
歓
声
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
有
志
が
会

場
前
方
に
で
て
音
頭

を
と
り
、
新
旧
の
校
歌
を
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。

　
名
残
惜
し
い
空
気
の
中
、
佐
々
木
会
長
の
閉
会

の
挨
拶
に
よ
り
、
祝
賀
会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。�

（
馬
杉
）

記
念
祝
賀
会
の
挨
拶
よ
り

実
行
委
員
長　

谷　
　
正 

美

司会の鹿島美代子さん

すみれカクテル
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百
周
年
と
い

う
歴
史
的
な
式

典
に
遭
遇
で
き

学
園
に
お
世
話
に
な
っ
た
一
人
と
し
て
誇
り

に
思
い
ま
す
。
記
念
講
演
で
は
知
名
度
の
高

い
日
本
歴
史
学
者
「
磯
田
道
史
氏
」
を
迎
え
、

創
設
者
中
野
冨
美
先
生
が
歩
ん
で
こ
ら
れ
た

当
時
の
社
会
状
況
と
照
ら
し
な
が
ら
詳
細
に

渡
る
説
明
に
は
感
動
し
ま
し
た
。
指
か
ら
血

が
で
る
ま
で
裁
縫
中
心
に
歩
ん
で
来
ら
れ

「
裁
縫
天
狗
」
と
言
わ
れ
る
位
の
創
設
者
の

ご
薫
陶
の
お
陰
で
今
日
が
あ
り
、
時
代
や
社

会
の
要
望
に
添
い
な
が
ら
、
今
も
発
展
し
続

け
て
い
る
の
は
実
に
素
晴
ら
し
い
と
喜
ん
で

い
ま
す
。

　
会
場
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
廊
下
の
展
示
、
裁
縫

中
心
の
授
業
内
容
の
一
部
（
袴
、
宮
参
り
の

背
飾
り
、
雨
コ
ー
ト
の
衿
の
部
分
縫
い
）
に

当
時
の
裁
縫
用
具
な
ど
、
制
服
や
ア
ル
バ
ム

も
あ
り
、
思
い
出
話
な
ど
が
弾
ん
で
い
ま
し

た
。

　
祝
賀
会
で
は
懐
か
し
い
先
生
、
同
級
生
、

教
え
子
に
出
会
え
て
ス
テ
ー
ジ
で
は
吹
奏
楽

演
奏
、
校
歌
な
ど
披
露
さ
れ
賑
や
か
で
楽
し

い
時
間
を
共
有
で
き
て
久
々
に
元
気
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
学
園
の
益
々
の
発
展
を
心
よ
り
願
っ
て
い

ま
す
。

百
周
年
記
念
同
窓
会
に
出
席
し
て

濱 

口　
恵
美
子
（
昭
和
三
十
七
年
〔
旧
職
員
〕）

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
か
ら
、
実
行

委
員
へ
の
労
い
の
お
言
葉
を
は
じ
め

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し

た
。（
ご
来
場
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

＊�

講
演
会
が
大
変
よ
か
っ
た
で
す
。
歴
史
を

知
ら
な
い
人
に
も
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
磯
田
先
生
も
学
者
と

し
て
素
敵
で
し
た
。

＊�
久
し
ぶ
り
に
懐
か
し
い
友
達
に
再
会
し
、

お
料
理
も
美
味
し
く
楽
し
か
っ
た
。
又
参

加
し
た
い

＊�

中
野
富
美
先
生
の
功
績
に
改
め
て
心
打
た

れ
ま
し
た
。

＊�

吹
奏
楽
部
に
よ
る
校
歌
に
感
動
し
ま
し
た
。

＊�

記
念
ア
ル
バ
ム
、
ス
ラ
イ
ド
、
ビ
デ
オ
等

展
示
物
に
ふ
れ
、
改
め
て
純
美
礼
の
歩
み

に
感
動
し
ま
し
た

＊�

若
い
同
窓
生
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

＊�

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
に
対
し
て
の
飲
み
物

の
案
内
が
わ
か
り
づ
ら
か
っ
た
。

＊�

座
席
表
の
名
前
に
旧
姓
も
併
記
し
て
ほ
し

い
。

＊�

一
〇
〇
周
年
記
念
に
生
徒
た
ち
が
制
作
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
映

像
を
み
て
、
一
〇
〇
年
の
歴
史
が
よ
み
が

え
り
ま
し
た
。

な
つ
か
し
い

同
窓
生
と

笑
顔
で
再
会

新
旧
の
校
歌
を

全
員
で
歌
う

新
校
舎
見
学

美味しいお料理

カンパイ

な
つ
か
し
の

�

ア
ル
バ
ム
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ご
挨
拶

校 
長　

那
須 

文
英

教
職
員
異
動

平
成
29
年
３
月
31
日　
退
職

　
　
　
　
森
岡　
重
和
（
教
諭
）
理
科

　
　
　
　
藤
野　
晴
夫
（ 

〃 

）
英
語

　
　
　
　
山
本　
　
桂
（ 

〃 

）
英
語

平
成
29
年
４
月
１
日　

　
昇
任　
木
部　
　
遥
（
教
諭
）
理
科

　
昇
任　
中
川　
拓
夢
（ 

〃 

）
社
会

　
昇
任　
渡
邉　
雅
子
（ 

〃 

）
国
語

　
採
用　
松
原
由
莉
佳
（ 

〃 

）
国
語

　
採
用　
安
田　
拓
人
（ 

〃 

）
社
会

平
成
30
年
３
月
31
日　
退
職

　
　
　
　
林　
　
省
一
（
教
諭
）
理
科

　
　
　
　
藤
原　
優
輝
（ 

〃 

）
英
語

平
成
30
年
４
月
１
日

　
昇
任　
松
井　
　
大
（
教
諭
）
数
学

　
昇
任　
今
村　
直
貴
（ 

〃 

）
社
会

　
昇
任　
志
垣　
健
一
（ 

〃 

）
数
学

　
昇
任　
前
川　
　
瞳
（ 

〃 

）
英
語

　
採
用　
佐
々
木
琳
慧
（ 

〃 

）
国
語

平
成
31
年
３
月
31
日　
退
職

　
　
　
　
川
端　
一
平
（
副
校
長
）

　
　
　
　
安
海　
純
基
（
教
諭
）
国
語

　
　
　
　
前
川　
　
瞳
（ 

〃 

）
英
語

平
成
31
年
４
月
１
日

　
昇
任　
木
村　
順
子
（
教
頭
）

　
昇
任　
西
川　
智
央
（
教
諭
）
英
語

　
昇
任　
山
下　
明
恵
（ 

〃 

）

�

保
健
体
育

　
採
用　
沢
井　
亮
太
（ 

〃 

）
国
語

　
採
用　
安
田　
直
紀
（ 

〃 

）
英
語

学校だより
　
純
美
礼
同
窓
会
会
員
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の

こ
と
と
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
本
校
の
教
育
活
動

の
推
進
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
本
校

は
１
９
１
８
年（
大
正
７
年
）

に
創
立
さ
れ
、
卒
業
生
は
、

２
８
，４
６
５
名
を
数
え
、
各
方
面
に
お
け
る

有
為
な
人
材
と
し
て
県
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
創
立
一
〇
〇
周
年
の
昨
年
は
、
同
窓
会

の
皆
さ
ま
に
は
ひ
と
か
た
な
ら
ず
お
世
話
に
な

り
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
３
月
21
日
に
は
一
〇
〇
周
年
記
念
同
窓

会
を
開
催
さ
れ
、
校
史
資
料
の
展
示
、
磯
田
道

史
先
生
の
講
演
、
歴
代
校
歌
の
合
唱
、
吹
奏
楽

の
演
奏
、
新
校
舎
見
学
会
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
内
容
で
旧
交
を
温
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
、
今
年
度
の
本
校
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
学
校
教
育
目
標
は
、「
自
ら
考
え
行
動
し
、

誠
実
で
思
い
や
り
の
あ
る
生
徒
の
育
成
」
で
あ

り
、
①
明
る
く
誠
実
な
生
徒　

②
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
生
徒　
③
広
い
視
野
を
も
ち

実
践
力
の
あ
る
生
徒　
を
目
指
す
べ
く
、授
業・

部
活
動
・
学
校
行
事
ほ
か
様
々
な
学
習
活
動
の

中
で
し
っ
か
り
と
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
年
の
入
学
生
は
、
２
２
７
名
。
５
月
１
日

現
在
、
全
校
生
徒
７
０
０
名
で
す
。
男
子
生
徒

が
年
々
多
く
な
り
、
今
年
は
男
子
生
徒
２
４
７

名
で
率
は
35・３
％
で
、
共
学
以
来
最
高
の
割

合
に
な
り
ま
し
た
。
男
女
と
も
大
変
落
ち
着
い

た
環
境
の
中
で
、
一
生
懸
命
、
勉
強
に
部
活
動

に
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
30
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
県
高
総
体
で
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
団
体
で
８
年
連
続
31
回
目

の
優
勝
、
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
、
シ
ン
グ
ル
ス
準
優

勝
。
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
３
年
連
続

17
回
目
の
優
勝
を
し
、
こ
の
２
つ
の
ク
ラ
ブ
は

７
月
下
旬
か
ら
行
わ
れ
た
南
九
州
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
出
場
し
ま
し
た
。
部
活
動
等
の
活
躍
に
つ

い
て
は
７
頁
の
「
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
近
年
の
本
校
同
窓
生
の
活
躍
は
、
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
女
子
ゴ
ル
フ
の

吉
本
ひ
か
る
さ
ん
。
プ
ロ
ジ
ャ
グ
ラ
ー
の
木
下

洸
希
さ
ん
。
宝
塚
歌
劇
団
の
菜
乃
葉
み
と（
な

の
は 

み
と
）
さ
ん
、
明
希
翔
せ
い（
あ
き
と 

せ
い
）さ
ん（
い
ず
れ
も
舞
台
名
）。
２
０
１
８

ミ
ス
・
ア
ー
ス
・
滋
賀
グ
ラ
ン
プ
リ
の
山
口
成

美
さ
ん
。
さ
ら
に
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
お
ら
れ
る
杉
原
賞

紀
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
、
男
子
ゴ
ル
フ
で
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
る
吉
本
龍
斗
さ
ん
な
ど
多
彩
で

す
。
こ
の
よ
う
に
近
年
、
純
美
礼
同
窓
会
員
の

活
躍
が
全
国
的
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
嬉

し
い
限
り
で
す
。
同
窓
生
の
活
躍
は
、
生
徒
が

誇
り
を
持
ち
、
今
後
、
成
長
し
て
い
く
た
め
に

良
い
刺
激
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

　
ひ
る
が
え
っ
て
、
学
校
が
発
展
し
て
い
き
、

生
徒
が
様
々
な
場
面
で
活
躍
す
る
こ
と
が
、
同

窓
生
の
皆
さ
ん
が
ま
す
ま
す
元
気
に
な
っ
て
い

た
だ
く
源
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も「
心
技
一
如
」
の
精
神
を
し
っ
か
り
継
承
し
、

皆
様
の
御
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
学
校
づ

く
り
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
方
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
念

じ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
県
内
中
学
校
３
年
生
の
卒
業
予
定
者
が
昨

年
度
よ
り
も
２
９
９
名
減
と
な
る
中
で
、
本

校
を
志
望
す
る
受
験
生
は
１
，３
５
５
名
を

数
え
ま
し
た
。
今
年
度
の
志
願
者
の
特
徴
は

生
活
デ
ザ
イ
ン
科
の
専
願
志
願
者
が
増
加
し

た
こ
と
で
す
。
こ
こ
３
年
間
志
願
者
総
数
は

増
加
し
つ
づ
け
て
お
り
、
滋
賀
短
期
大
学
も

入
試
会
場
と
し
て
使
用
し
、
今
回
は
大
津
市

内
の
中
学
校
10
校
に
短
大
会
場
で
の
受
験
に

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

入
試
問
題
の
難
易
度
は
ほ
ぼ
平
年
並
み

で
、
学
力
試
験
の
結
果
は
、
教
科
に
よ
っ
て

平
均
点
の
差
異
は
あ
っ
た
も
の
の
、
総
点
で

は
昨
年
度
と
大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
Ⅱ
類
併
願
受
験
者
の
う
ち
、
併
願
奨
学

生
の
資
格
を
有
し
た
受
験
生
が
増
加
し
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
併
願
奨
学
生
の
有
資
格
者
が

増
加
し
続
け
て
お
り
、
受
験
者
層
の
変
化
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
大
き
な
特
徴
は
ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る

願
書
の
入
力
を
導
入
し
た
こ
と
で
す
。
願
書

の
入
力
や
受
験
料
の
振
り
込
み
、
入
学
金
の

納
入
な
ど
に
お
い
て
時
間
の
制
約
が
な
く
24

時
間
い
つ
で
も
可
能
と
な
り
受
験
生
か
ら
も

出
願
手
続
き
に
時
間
を
か
け
ず
、
勉
強
時
間

を
多
く
と
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
１
月
に
竣
工
し
た
新
校
舎
も

受
験
会
場
と
し
て
使
用
し
、
多
く
の
受
験
生

に
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
し
い
空
間
で

の
学
習
活
動
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
受
験
生
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す

く
、
ま
た
活
用
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
入
試

制
度
を
推
進
し
、
１
人
で
も
多
く
の
中
学
生

に
受
験
い
た
だ
け
る
よ
う
、
募
集
企
画
部
一

同
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
出
願
手
続
き
の
導
入

募
集
企
画
部　
主
任　

神 

原　
啓 

人

純 美 礼 　第26号　(6)令和元年10月15日



進
路
実
現
に
む
け
て

　
　
　
　

進
路
指
導
主
事

 �

保 

木　
　
淳

　
近
年
の
大
学
入
試
は
大
き
な
変
化

を
見
せ
て
い
ま
す
。そ
の
内
容
は「
大

学
入
試
の
難
化
」
で
す
。
こ
の
原
因

は
大
学
入
学
定
員
の
厳
格
化
で
、
各

大
学
と
も
に
定
員
を
超
え
て
の
合
格

者
が
出
せ
な
い
た
め
、
公
募
推
薦
入

試
や
一
般
入
試
で
の
倍
率
が
大
き
く

上
が
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
以
降
も

こ
の
傾
向
は
続
く
と
予
想
さ
れ
て
い

る
た
め
、
進
路
実
現
の
た
め
に
は
強

い
気
持
ち
の
上
に
、
自
分
の
学
力
を

早
く
か
ら
見
つ
め
て
伸
ば
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
入
試
直

前
と
な
っ
て
、
そ
こ
か
ら
ど
う
に
か

な
る
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
中
途
半
端
な
気
持
ち
で
学
力

重
視
型
の
入
試
に
臨
ん
で
合
格
が
得

ら
れ
る
ほ
ど
現
状
は
甘
く
あ
り
ま
せ

ん
。
本
年
度
よ
り
、
全
学
年
に
「
進

路
の
手
引
き
」
を
配
布
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
も
あ
る
の
で
す
が
、
自
分

自
身
を
見
つ
め
、
高
校
卒
業
後
に
自

分
が
ど
の
よ
う
な
進
路
を
選
択
す
る

の
か
を
真
剣
に
生
徒
自
身
が
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
変
化
の

激
し
い
社
会
と
制
度
の
中
で
、
進
路

実
現
に
む
け
て
の
か
た
ち
も
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
社
会
の
中
で
、

生
徒
の
進
路
実
現
が
叶
う
よ
う
に
学

校
と
し
て
も
懸
命
に
努
力
し
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
本
校
教
育
へ
の
ご
協

力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

春季総体（団体） 春季総体（個人） 近畿高総体 全国高総体 その他の大会
バスケットボール（男子） ２回戦敗退
バスケットボール（女子） 優勝

３年連続17回目
最優秀：才藤 栞菜
優　秀：福井 　響 出場 全国高校総体 18回目出場

ソフトボール 初戦敗退 近畿私学出場

バドミントン 団体　優勝
８年連続32回目

シングルス　準優勝（大石 桃花）
	 ３　位（浅田 香南）
ダブルス	 優　勝（浅田・松本組）
	 準優勝（八木・宮本組）

団体
個人シングル
ダブルス

出場
バレーボール ベスト４ 出場
体操・新体操 ７位：梅谷 花奈 出場 県民体育大会（個人）

５位：梅谷 花奈

陸上競技
女子共通1500ｍ：臼井　涼乃� ７位
男子共通1500ｍ：妹尾 康太郎�７位
女子共通やり投：竹下 向日葵�７位

近畿ユース選手権大会
男子800ｍ：妹尾 康太郎�5位

ソフトテニス（男子） ベスト１６ 出場
ソフトテニス（女子） ベスト８ 出場
剣道（男子） ベスト８ ベスト８：波多野 木宥 出場
剣道（女子） 出場
卓球（男子） 二回戦敗退 出場

卓球（女子） 初戦敗退
女子ダブルス
� ベスト３２：貴島・中森組　
� ベスト３２：上野山・藤定組

サッカー 出場
柔道 出場
硬式野球 ベスト８
吹奏楽
軽音楽 第11回 滋賀県軽音楽部

クラブ対抗コンテスト出場
書道・華道・茶道・美術・演劇

生活デザイン科 ／　
【ファッション甲子園】　青森県弘前市にて　長谷雪花、谷口媛美

　�高校生の夢の創造と21世紀のファッションを切り拓く新しい人材を育成する大会に参加。滋賀県予選応募239
枚の中から「暴発する欲望」が代表として選ばれた。惜しくも入賞とはならなかったが、立派な作品を作り上げた。

家　庭 ／	【第８回ご当地！絶品うまいもん甲子園】　　２年　石関未来、三輪沙織、大西成美
�食を通じて農林漁業の大切さを伝え、高校生の夢を応援し、地域を盛り上げ、日本を元気にすることを目標とした大会。
�滋賀県代表として近畿大会に出場した。惜しくも決勝（全国大会）進出とはならなかったが、敗者復活戦２位という結果を残した。

クラブ活動報告

バスケットボール（女子）

暴発する欲望

バドミントン

バレーボール

陸上競技

書道

吹奏楽

【四年制大学】－国公立
（滋賀県） 過年度 現役
　滋賀大学 1
（岡山県）
　岡山大学 1
【四年制大学】－私立
（滋賀県）
　聖泉大学 2
　びわこ学院大学 1
　びわこ成蹊スポーツ大学 1
　成安造形大学 1
　長浜バイオ大学 2
（京都府）
　大谷大学 5
　京都外国語大学 2
　京都看護大学 2
　京都光華女子大学 12
　京都産業大学 2 13
　京都精華大学 1
　京都先端科学大学 5
　京都造形芸術大学 4
　京都橘大学 12
　京都ノートルダム女子大学 1
　京都美術工芸大学 2
　京都文教大学 8
　花園大学 8
　佛教大学 14
　平安女学院大学 1

平成30年度　滋賀短期大学附属高等学校　進路先一覧（2019年4/1現在）

【短期大学】
（滋賀県）
　滋賀短期大学 38
　ビジネスコミュニケーション （15）
　生活学科 （5）
　幼児教育保育学科 （18）
（京都府）
　池坊短期大学 1
　華頂短期大学 2
　京都外国語短期大学 1
　京都光華大学短期大学部 3
　龍谷大学短期大学部 1

　明治国際医療大学 4
　立命館大学 1
　龍谷大学 2 6
　京都華頂大学 1
（大阪府）
　追手門学院大学 2
　大阪大谷大学 1
　大阪学院大学 1
　大阪産業大学 3
　大阪商業大学 2
　大阪成蹊大学 2
　大阪行岡医療大学 1
　関西外国語大学 1
　関西大学 2
　梅花女子大学 2
　大和大学 3
（兵庫県）
　大手前大学 1
　関西学院大学 1
　神戸医療福祉大学 2
　神戸学院大学 2
　神戸女子大学 1
　甲南女子大学 4
　武庫川女子大学 3
（奈良県）
　奈良大学 2
（岐阜県）
　東海学院大学 1

（愛知県）
　名古屋経済大学 2
（石川県）
　金沢工業大学 1
（神奈川県）
　相模女子大学 1
（東京都）
　昭和女子大学 1
　日本体育大学 1
（栃木県）
　白鷗大学 1
（福井県）
　福井工業大学 1

合　　計 6 154

（大阪府）
　大阪国際大学短期大学部 1
　関西外国語大学短期大学部 4
（東京都）
　国際短期大学 1

合　　計 52

【看護専門学校】
（滋賀県）
　堅田看護専門学校 2
　滋賀県立総合保健専門学校 2
　草津看護専門学校 1
（京都府）
　京都府医師会看護専門学校 4
　洛和会京都厚生学校 4
（富山県）
　富山医師会看護専門学校 1
【その他の専門学校】
（滋賀県）
　滋賀県立総合保健専門学校（歯科衛生士科） 1
（京都府）
　京都ＩＴ会計法律専門学校 3
　京都建築大学校 1
　京都医健専門学校 6
　京都コンピュータ学院 3
　京都調理師専門学校 2
　京都文化医療歯科専門学校 2

　京都理容美容専修学校 2
　京都製菓製パン技術専門学校 1
（大阪府）
上田安子服飾専門学校 2
大阪アニメーションスクール専門学校 2
大阪ECO動物海洋専門学校 1

　大阪ビジュアルアーツ専門学校 1
大阪スクールオブミュージック専門学校 1
大阪ビューティーアート 1
大阪モード学園 1
修成建設専門学校 1
東洋医療専門学校 1
ベールルージュ専門学校 1
（静岡県）
ヤマハ管楽器テクニカルアカデミー 1

合　　計 48

【就職】
（滋賀県）
　HPL　株式会社 2
　日本郵便株式会社　近畿支社 1
　株式会社　琵琶湖グランドホテル 1
　プーマジャパン　株式会社　 1
　佐川急便　株式会社 1
（京都府）
　山崎製パン　株式会社 1

合　　計 7

純 美 礼(7)　第26号 令和元年10月15日



針供養 平成30年12月18日（土）

�

園 

田　
菜 

月
（
平
成
三
十
一
年
三
月
卒
）

　
私
た
ち（
学
生
）の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、様
々

な
議
案
に
つ
い
て
熱
心
に
考
え
て
下
さ
っ
て
い
る

こ
と
を
知
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

　
生
徒
総
会
な
ど
で
、
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
の

難
し
さ
を
学
ん
だ
つ
も
り
で
し
た
が
、
学
園
全
体

を
動
か
す
原
動
力
の
一
つ
に
純
美
礼
同
窓
会
様
が

貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
自
分
に
も
出
来
る
こ
と
は
精
一
杯
愛

す
る
母
校
に
尽
く
し
た
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
卒
業
生
は
自
分
の
こ
と
で
精
一
杯
で
あ
る

の
が
現
状
で
す
。
そ
の
為
、
三
年
間
お
世
話
に

な
っ
た
母
校
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
が

ち
な
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
同
窓

会
定
例
役
員
会
参
加
率
も
非
常
に
低
く
残
念
で
し

た
。
私
が
今
出
来
る
こ
と
は
同
窓
会
へ
の
参
加
を

促
す
き
っ
か
け
つ
く
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご

迷
惑
を
か
け
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
案
を
出
し
、
よ
り
良
好
な
関
係
が
続
き
ま

す
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

増 

田　
洸 

多
（
平
成
三
十
一
年
三
月
卒
）

　
今
回
、
初
め
て
同
窓
会
定
例
役
員
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
昔
よ
り
今
の

世
代
の
人
達
は
自
分
の
母
校
へ
の
思
い
入
れ
な
ど

薄
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ま
す
。
同
窓
会
な
ど
で

会
わ
な
く
て
も
、
今
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
連
絡

を
と
り
あ
っ
て
会
っ
た
り
し
て
、
昔
よ
り
も
人
と

人
が
出
会
い
や
す
く
な
っ
た
事
も
関
係
し
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。

　
寄
付
金
な
ど
の
、
や
り
方
な
ど
も
見
直
す
の
も

良
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

定
例
役
員
会
に
参
加
し
て

編
集
後
記
＊

　

三
年
に
一
度
の
す
み
れ
会
報
発
行
に
あ
た
り
、

一
〇
〇
周
年
記
念
同
窓
会
特
集
号
と
し
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
原
稿
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
記
念
同
窓
会
に
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
、
ど
う
す

れ
ば
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
が
伝
わ
る
の
か
試
行
錯
誤
の
編

集
作
業
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
同
窓
生
、
学
校
、
在
校
生
の
様
子
を
ど

ん
ど
ん
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

役員紹介
会　長 佐々木八重子 昭和40年３月卒

副会長 小 島 二三子 昭和42年３月卒

副会長 三 浦　茂 野 昭和54年３月卒

会　計 野 村　良 美 昭和44年３月卒

会計監事 松 井 美栄子 昭和42年３月卒

会計監事 馬 杉　裕 美 昭和52年３月卒

庶　務 山 下　明 恵 学校職員

定例役委員会　 令和元年６月15日（土）同窓会活動報告
　
純
美
礼
同
窓
会
定
例
役
員

会
が
本
校
体
育
館
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
那
須
校
長
先
生
、
井
上
法

人
本
部
事
務
局
長
に
ご
出
席

い
た
だ
き
平
成
30
年
度
会
務

報
告
、
会
計
報
告
、
令
和
元

年
度
会
務
計
画
、
予
算
の
審

議
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
新
入
会
の
若
い
年
度
幹
事

さ
ん
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
参
加
者
を
増
や

し
て
い
く
工
夫
を
ど
ん
ど
ん

し
て
い
き
、
こ
う
し
た
若
い

方
の
参
加
し
や
す
い
同
窓
会

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
の
認

識
を
共
有
し
ま
し
た
。

�

（
馬
杉
） 出席者23名　来賓２名

　
本
校
体
育
館
に
お
い
て
、
針
供
養
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
『
針
供
養
』
は
学
校
創
設
当
初
か
ら
一
〇
〇
年
続
く
唯
一

の
行
事
で
、
今
は
ほ
と
ん
ど
針
を
使
う
こ
と
の
な
い
学
校
生

活
で
も
、
道
具
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
も
の
と
し
て
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
那
須
校
長
先
生
の
訓
話
の
後
、
読
経
の
中
、
針
に
日
頃
の

感
謝
を
こ
め
て
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
科
の
生
徒
に
続
き
、
同
窓

会
役
員
や
教
職
員
が
針
を
こ
ん
に
ゃ
く
に
刺
し
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、
こ
ん
に
ゃ
く
は
校
内
の
供
養
塔
に
納
め
ら
れ
、

針
供
養
は
伝
統
行
事
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

入会式　平成31年２月28日（木）
　
平
成
30
年
度
純
美
礼
同
窓
会
入
会
式

を
、
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
は
２
２
２
名
の
方
に
入

会
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

年
度
幹
事
、
ク
ラ
ス
幹
事
さ
ん
に

佐
々
木
会
長
よ
り

委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
又
、
入
会
の
記
念

品
と
し
て
、
全
員
に

折
り
た
た
み
傘
を

進
呈
し
ま
し
た
。

文化祭　令和元年８月31日（土）

　
文
化
祭
２

日
目
に
『
焼

き
そ
ば
の

店
』を
出
店

し
ま
し
た
。

　
元
気
な
生

徒
や
学
校
と
か
か
わ
っ
て
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

※�

役
員
だ
け
で
は
手
が
足
り
ま
せ
ん
。

い
っ
し
ょ
に
模
擬
店
を
手
伝
っ
て
い

た
だ
け
る
同
窓
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
事
務
局
へ
連
絡

く
だ
さ
い
。

純 美 礼 　第26号　(8)令和元年10月15日


